
  

    

DREAMS COME TRUEDREAMS COME TRUEDREAMS COME TRUEDREAMS COME TRUE    
✞教会堂の建設 

✞敬老ホームの設立 

✞幼稚園の設立 
 

        おおおお祈祈祈祈りのりのりのりのリクエストリクエストリクエストリクエスト        

●日本の家族の救いのた

めに 

●各スモールグループのオ

イコス伝道のために 

●入門者クラスのために 

（田中兄、亜津子姉、彩

沙姉、ミミ姉） 

●英語部の働きのために 

●ユースミニストリー、サン

デースクールのために 

●癒しの祈り：恵理奈ちゃ

んの網膜芽細胞腫、植木

ケン兄の糖尿病、神崎先

生の目、倉田一徳さんの

脳腫瘍、新井雅之兄の

癌、夕紀子姉の緑内障、

中村裕二先生の直腸

癌、中村香代子姉妹の

癌、藤永君江姉の癌、以

津子姉、Kahoku さん 

        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    
Ｄｅｓｅｒｔ Ｗｉｎｄ では、ご

意見・質問等何でも受け

付けております。 
lvjccdw@hotmail.co.jp 

発行人： 鶴田健次 

編集人： 松岡みどり 

     

 

 

 

                                                                    
 

 

 

 

 （イザヤ４３：１９） 
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主イエス・キリストのご降

誕、おめでとうございます。

「神はそのひとり子を賜わ

ったほどに、この世を愛し

て下さった。それは御子を

信じる者がひとりも滅びな

いで、永遠の命を得るた

めである。」 

クリスマスの贈り物、そ

れは神の一人子イエス・キ

リスト。滅びに行くはずの

私達を、主イエスが救い

出してくださいました。救い

主イエス・キリストの救いの

恵みを、一人でも多くの方

がご自分のものとされます

ようお祈り致します。 

この一年もデザートウイ

ンドをご愛読くださいまして

感謝いたします。２０１１

年が愛と希望にあふれた

年になりますように。 

 

 

    

主主主主イエスイエスイエスイエス様様様様のののの愛愛愛愛とととと御言葉御言葉御言葉御言葉にににに生生生生かされてかされてかされてかされて  
 

    証証証証しししし●●●●    Setsuko LynesSetsuko LynesSetsuko LynesSetsuko Lynes    （第２話・最終回) 

 
6～7 ヶ月が過ぎた頃、私はまたイエス様に、「私の地境を

広めて下さい」と祈るようになりました。朝起きると、歴代志 4

章 10 節の御言葉が示されました。それから、ある一人の姉

妹に、一緒に子供達に福音を述べ伝えようと声を掛けられ、

私は 7～8 人のグループで、毎週土曜日、ある公園に行って

福音を述べ伝えました。子供達の笑顔に励まされながら数

週間が過ぎた頃、子供達をよく見ると、両親に構ってもらえ

ない子、何日もお風呂に入っていない子、いつもお腹をすか

している子、親に虐待されている子たちがいるのに気付き、

心がとても痛みました。その中に二人の幼い姉妹（4 歳と 6

歳くらい）が私によく懐いて、私をいつもハグしてくれました。と

ころがその時、その子供たちの髪の毛にシラミがあるのを知ら

ず、そのシラミが私に移っていました。私はすぐに彼女たちの

母親に伝え、薬を買ってちゃんと洗うように勧めました。私も

初めての経験でしたのでびっくりしましたが、しばらくするとまた

前のように仲良く彼女たちとハグ出来るようになりました。それ

から、また今度も主は私に子供たちに食べ物を与えるように

言われたので、毎週土曜日になると、二十数名分のランチを

作るようになりました。そのおかげで以前より楽しく会話がはず

み、喜びの声があり、笑顔があり、この事を通して多くの子供

たちに会えたことをイエス様に感謝しました。それから一年し

て、40 人位の子供達が私達のミニストリーに加わり、ほとんど

の子供たちが主イエス様を受け入れ、毎週日曜日は朝の

部、夜の部に別れて教会に行くようになりました。その子供達

の両親も一緒に主イエス様を受け入れ、共に教会に行くよう

になったことはクリスチャンとして私達の大きな喜びでした。 

次にイエス様が下さった働きは、ケヤホームという引退した

方達の住むアパートでの働きでした。そこにいるほとんどが 80

歳以上の方達でしたが、私はそのアパートにたくさんの日本

人が住んでいるのに気付き、一人でも多くの日本人がクリス

チャンとしての人生を歩めるように祈りました。半年が過ぎ、

一年が過ぎても、私の話に心を開いて聞いて下さる方はあり

ませんでした。 

 

 

ある日、私はメイ野田さんという方の隣に座って話している

時、何気なく彼女の足を見ると、彼女の足がパンパンに腫れ

て紫色になっていたので驚き、私は心の中で、「イエス様、私に

あなたの力を下さい。そしてメイさんが一日も早くあなたを救い

主として受け入れますように」と祈りました。彼女は色々な病

気で苦しんでいました。私は何度も、「メイさんお祈りしてもい

いですか？」と彼女に話しかけましたが、彼女の返事はいつ

も、「いいえ結構です」でした。しかし私は諦めず、また主イエス

様に助けを求めました。そうするとまた彼女に食べ物を与えな

さいと言われました。そして彼女は一人住まいで寂しいので、

時どき電話をして、話し相手になるようにと言われたので、その

通りにしました。でもイエス様の話しをすると嫌な顔をするの

で、時どき主イエス様の話をするのをやめました。でも彼女の

為に祈る事は続けました。ある日、メイさんに何度電話して

も、メッセージを置いても返事がありません。心配して、ある姉

妹に聞くと、心臓麻痺で病院に居るとのことでした。 

メイさんが退院した次の日、私は彼女の好きなスープを作っ

て見舞いに行きました。すると彼女は私に、「節子さん私は死

ぬ思いをしました」と言ったので、「メイさん、死んだらメイさんは

何処へ行くと思いますか？」と言うと、メイさんの口から、「節子

さん、私は主イエス様を受け入れます」との返事が返って来た

ので、びっくりすると同時に喜びが湧き上がりました。84 歳で主

イエス様を受け入れ、今年の 8 月にメイさんは天に召されまし

た。主イエス様、彼女に会えた事を感謝します。 

私は 30 年ハワイに住んで恵まれたクリスチャン生活が与え

られ、多くの信仰者たちとの出会い、また多くの学びと主にある

体験が与えられたことを主に感謝しています。私はラスベガス

に来ることを迷い、行く道を示して下さいと主に祈りました。主

は私の祈りに応えイザヤ書 48 章 17 節と詩篇 32 篇 8 節の

御言葉を示して下さり、主が私と絶えず共にいて、私を教え、

私の行くべき道を示し、私を導いて下さるという約束を与えて

下さいました。それによって私は平安を与えられ、この二つの御

言葉を胸に希望を持ってラスベガスにやって来ました。 

全てを益にとして下さる主イエス様を信じて、ここラスベガス

でも素晴らしい鶴田先生や姉妹兄弟達に会えた事を心から

主イエス様に感謝し、全ての栄光を主イエス様にお返ししま

す。 

                                （完） 

 

        ■■ クリスマスクリスマスクリスマスクリスマスのののの不思議不思議不思議不思議  ■■        
 

 

今年もクリスマスの季節を迎えました。今から 2000 年前、

世界で最初のクリスマスの夜に、天使が羊飼いたちに現れて、

こう言いました。「見よ、すべての民に与えられる大きな喜び

を、あなたがたに伝える。きょうダビデの町に、あなたがたのため

に救主がお生れになった。このかたこそ主なるキリストである。」 

クリスマスのメッセージは、すべての民に与えられる大きな喜

びです。それは、「あなたのために永遠の命の道が開かれた」と

いう喜びのメッセージです。しかし、そのメッセージの裏には、あ

なたのために神の子の命という犠牲が払われたという信じられ

ない不思議があるのです。 

現在、世界の人口は 69 億人で、その中には色んな種類

の人々がいますが、神が見られる時には、ただ二種類の人し

か見えません。それは、永遠の滅びの中にいる人と、永遠の

滅びから救い出されている人です。 別の言い方をすれば、死

んだ後に地獄に行く人と天国に行く人、この二つの区別しか

ないのです。 

これを列車に例えれば、並行して走る二組のレールの上

を、二つの急行列車が互いに逆方向に走るのに似ています。

上りは永遠の命に向かう列車で、終着駅は天国です。また、

下りは永遠の滅びに向かう列車で、終着駅は地獄です。そし

て、生まれると同時に、すべての人は罪という切符を持ってい

るので下りの列車にしか乗れません。しかもその列車の終着

駅が地獄であるとは誰も知らないのです。ですから、途中でこ

の大変な事実に気付き、どこかの駅で乗り換えない限り、地

獄に向かっていくことになるのです。したがって、すべての人の

人生において何よりも大切な事は、「罪」ではなく「命」の切符

を手に入れ、一刻も早く、次の駅で天国行きの列車に乗り換

えることです。しかし、この「命」という切符はイエス・キリストを

通してしか手に入らないのです。 

人間の罪の問題は、単なる教えでは解決されません。たと 

えば犯罪を犯した者が、どんなに素晴らしい教えを学び、修

業を積んでも、それで罪が許されるわけではありません。また

一生懸命に赦しを願っても、それで罪が赦される訳ではありま

せん。罪というものは罰を受けることによって赦されるのです。 

それは人間の原罪についても同じです。人間の罪（原罪）

は、教えを学んで解決されるものではありません。何万回、題

目を唱えても、罪の問題は解決しません。罪は罰を受けるこ

となしに赦されることはないのです。人間の罪に対する罰は永

遠の滅びです。そこで神は、あなたの罪をご自分の独り子イエ

ス・キリストに負わせ、あなたの代わりに十字架で裁き、あなた

の罪を赦されたのです。ここにあなたに対する驚くべき神の愛

があるのです。 

アドニラム・ジャドソンは、マサチューセッツのマルデンで、牧

師の息子として生まれました。父親は、彼が伝道者になること

を願いました。ところがジャドソンは、政治の世界を志し、1807

年、19 歳でアイヴィーリーグのひとつであるブラウン大学を首席

で卒業します。そんな彼が、友人の死をきっかけに、伝道者を

志し、神学校に進みます。1810 年、彼は神学校を卒業し、

1813 年に宣教師としてビルマ（ミャンマー）に行きます。それか

ら、およそ 40 年間、ビルマの宣教師として働きますが、ビルマ

とイギリスの戦争が始まり、彼はスパイと疑われ投獄されます。 

  命懸けの伝道を続けた彼は、ビルマ語に聖書を翻訳し、

ビルマ語辞典を作りました。大きな宣教の成果を挙げて帰国

したジャドソンをアメリカの教会は大歓迎しました。至る所から

招待があり、人々はジャドソンから、ビルマでの命懸けの宣教

活動の話を聞こうとしました。ところが、どこへ行っても彼の話

は『キリストにおける神の愛』がテーマでした。そこで、ある人が

彼に、「もっとビルマでの驚くような体験談を聞かせてください。

そうすればビルマでの宣教活動のために、もっともっと多くの献

金が集まりますよ」と言いました。するとジャドソンは、「私に

は、神の愛よりほかに驚かされるようなものは何もありません」

と答えました。あなたは、この驚くべき神の愛を本当にご存知

でしょうか？ 
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